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午前9時30分 開会

○川端委員長 本 日は、お忙 しいところお集まりいただき、ありがとうございます。ただ
いまより第25回 の「原子力損害賠償支援機構運営委員会」を開催いたします。

本 日は、 所用により御欠席 されてお ります。

さて、本 国の委員会では、瀬崎刈羽原発の新規制基準施行に伴‐う適合申請の状況や、「総

合特別事業計画」で掲げたさまざまな計画の取り組みの達成状況などにっいて、 2件御報

告をいただくため、東京電力下河邊会長、廣瀬社長、村松常務にお越 しいただいておりま

ケ。

それでは、まず、下河邊会長から御挨拶をいただきたいと思います。

○下河邊会長 おはようございます。会長の下河邊でございます。
まずもつて、東京電力に対する機構の御支援につきまして、改めて、この場をおかりし

て厚く御礼を申し上げたいと思つております。お陰さまをもちましてt当社の第89回の定

時株主総会を去る 6月 26日 に無事に終えることができました。当日は下方ならぬ御協力を

機構様にも頂戴し、まことにありがとうございました。御礼を申し上げます。

事実上の国有化から 1年、社外取締役が過半を占める委員会設置会社としてのガバナン

スのもとでの経営体制も2年 目を迎えましたが、経営上さまざまな重大な課題が山積とい

う厳 しい状況にございます6柏崎刈羽原子力発電所 6、 7号機の新規制基準の適合申請を

めぐる地元自治体との問題、そしてまた福島第‐原子力発電所における汚染水の流出問題

等にうきましては、多大な御心配をおかけしております。この場をおかりしておわび申し

上げる次第でございます。

他方、「総合特別事業計画」において定められております福島復興、の当社の取り組み、

社内カンパニー制、そして管理会計の導入、当社の資産売却、そしてまた徹底的なコス ト

削減等の取 り組みにつきましては、全力を挙げて着実に推進してきており、総じて計画ど

おりの実績、項目によりましては、計画を上回る形で進捗してきているところでございま

す。

しかしながら、今年度、経常ベースで黒字化はいまだ予断を許すところには至っており

ません。福島第一の事故から2年 4カ 月余 りがたつた現在におきましても、いまだ当社再

生の行く末をしつかりと見通すことができない状況から、社員の退職も依然として高い水

準にとどまっております。今後の人材面、そしてまた技術面での会社の組織としての劣化

が正直懸念されるところがございます。何としても今年中には将来の当社の不透明感を払

拭する道筋を社内外に示しまして、今期の黒字必達に向けて全力を尽くしてまいりたいと

考えております。

機構におかれましては、今後とも、私どもの懸命の取り組みに対しまして変わらぬ御理

解と御支援をぜひ賜 りますよう、重ねてお願い申し上げして、会長であります私からの御

挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。
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○川端委員長 ありがとうございます。
それでは、東京電力の皆様からの御報告に移 りたいと思います。

なお、委員の皆様からの御質問につきましては、東京電力の皆様からの 2件の御報告の

後、まとめてお願いしたいと存 じます。

まずは廣瀬社長より、柏崎刈羽原発の新規制基準施行に伴 う適合申請の状況 と、議題外

ではございますが、福島第一原発の汚染水問題について、御報告をお願いいた します。

○廣瀬社長 廣瀬でございます。おはようございます。

会長からもお話ありましたけれ ども、本当に機構の皆様には日ごろから大変お世話にな

つてお ります。この場をおか りしまして、改めて御礼申し上げます。本当にありがとうご

ざいます。

そ うした中、大変申しわけない事故が幾つか続いてお りまして、皆さんに本当に御心配

をおかけしていると思います。今 日は、 1つ 目の議題の後段で汚染水の処理の問題につい

て、少 し詳 しくお話をさせていただきたいと思います。

まず、柏崎刈羽の状況でございますが、資料 3の横にございます、最近のと言いまして

も、最近、動きが出ていないで、ちょつととまつてしまつているところがありますけれ ど

も、柏崎刈羽原子力発電所の適合性に関する経緯 というのをごらんになっていただきたい

と思います。

かなリプレスで報道 されてお りますので、既に御案内の部分がたくさんあろうかと思い

ますけれ ども、 7月 2日 の火曜 日、私どもの取締役会で、 6、 7号機の申請を地元に御説

明をした上で、 7月 8日 から新適合基準というのが法律化 されて、実際に効力を発揮する

わけですが、その後、速やかに申請をすべきとい う決定がされました。申請の書類 といい

ましても、数千ページの書類を準備 していくわけですので、社内でかなりの人間をかけて

ずつと準備をしてまいつて、7月 8日 に向けてもちろん準備をしてきたわけですけれ ども、

相整ったとい う事実が 1つ ございまして、その上でこうした取締役会での決議をしたとい

うことでございます。

それを受けまして、フィルターベン トという設備を新たにつくるために事前了解が必要

とい うことで、事前了解のお願いを 7月 5日 に、県、市、村、この 3つに対 してお願いに

私がまいったということで、あちこちで報道 されてお ります。この段階で、市、村 とは特

に大きな問題はないのですけれ ども、知事からは、いろいろな点でお許 しをいただけてい

ないという状況でございます。

その後、再度知事にお会いさせていただきたいとい うことで、今、アジェンダのす り合

わせとい うことで、事務方で相変わらず調整が続いてお りますが、今のところ、いつ会つ

て、どうい う着地を見出してとい うところまではまだ至つてお りません。

その間、 17日 には、それぞれの市議会、村議会に対 しても説明をすべ しとい うことで、

地元の柏崎市、刈羽村に対 しては、全員協議会で説明をさせていただきました。柏崎市と

刈羽村については、とんとん拍子 ということではないですけれ ども、事務方と話をしてお
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りますので、先に事前了解をいただけるのではないかと期待 しているところでございます。

この後、東京電力としていろいろ努力をし、まずはこの申請という1つのステップは進

みたいと考えているところでございます。

昨日(第 1四半期の決算をやらせていただきました。単独の経常では416億 の赤字とい

うか、損失であったのですけれども、内訳は、冒頭会長からもお話ありましたように、我々

はかなりのコス トダウンを今やつておりまして、例えば、人件費、修繕費は、第 1四半期

としては、四半期ごとに決算をとり出してからは過去最低の数字、これはいいかどうかと

いうのは議論はありますけれども、かなり絞ってきております。

一方で、燃料費が相変わらず全費用の44%を 占めるという非常に厳 しい中なのですが、

その燃料費にしても、他の電力会社から買つたり、マーケットから買つたりしたほうが安

ければ、そちらに振 り向けるということで、うちでつくるよりも350億安く調達できたとい

うふうにしております。それからt幸い 4月 から2つの石炭火力が試運転に入 りまして、

両方で160万キロワットと、かなり大きなものが入 りました。試運転とは言いましても、し

つかり電気はつくります。その分、高い石油火力をとめていると。そういうことから、650

億の効果を得ていますので、合計で1,000億近い燃料費を下げました。

にもかかわらず、円安の関係で1,100億 ぐらい燃料費が増えてしまったということで、
｀

結果として燃料費も、前年同月比ですけれども、120億 ぐらい増えてしまつています:逆に

言うと、120億でとめられたということもあろうと思います。現状、相当円安が進みました

が、今、97～ 98円 、100円 ぐらいでとまっていますので、これはちょつと他力本願ですが、

このまま少 しとめておいていただければ非常にありがたいところでありますが、これは何

とも言えませんので、やはり柏崎刈羽の運転が黒字達成に向けては極めて大きな 1つの間

題だと思つていますので、今後もとにかく柏崎刈羽の再稼働に向けてあらゆる努力をして

いきたいと思いますし、また、関係機関の御支援・もいただきたいと思つているところでご

ざいます。以上が柏崎刈羽のお話でございます。

続いては、その次のペァジ以降に紙が幾つかございますので、それを使いまして、最近、

大変御心配をおかけしておりますが、汚染水の問題について、ちょっと御説明をさせてい

ただきたいと思います。A4横の 1枚紙と、その後のA3のカラニの紙、両方ございます
ので、これらを行つたり来たりしながら御説明させていただきたいと思います。

まず、事実関係について、A3のカラーの大きな紙のほうで御説明します。航空写真が
2枚 ございますが、左のほうが地上からかなり引いて撮影 した航空写真でございまして、

福島第一原子力発電所の、上側が海で、東側です。原子力発電所が大分壊れていますので、

跡形もないですけれども、点々の四角い線の底辺のところに 4つ、左から1号機、2号機、

3号機、 4号機とあります。こうした構図で、湾があって、海があるというふうになって

おります。

この点々のところを拡大したのが右側の航空写真でございまして、これでちょつと御説

明いたします。一番下に 1号機、 2号機、 3号機、 4号機とタービンが左から並んでおり
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ます。 ここから海のほうに向けて、上のほうに向けて、いろいろな水を取つた り、水を出

したりとい うものがございます。一番問題 となってお りますのが、 1号機 と2号機の間の

一番上のほ うにt海のそばに、観測孔のヽ 1と い う黄色い赤丸がございます。それから、

そのもう少 し右に観測孔m2、 観測孔ヽ 3と ございまして、こうしたところから定期的に

水を抜いて、放射性物質が入っているか、入つていないかとい うことをチェックしてお り

ました。ここの孔から、特にMlか ら、 5月 の段階から掘つて見ていたわけですが、高い

数字が出たのが 6月 19日 でありまして、このときに公表いたしました。 6月 19日 に結構高

い値が出たとい うことで、当然のことながら、これは海から25メ ー トルですので、海に行

うているのではないかとい う御質問もメディアから承つてお ります。

それに対 して、この辺の地下水の流れは、この航空写真の下から上、つまり、西から東

に向かつて、山から海に向かつて、大体 1日 10セ ンチメー トル ぐらいのペースで流れてい

るとなっていますので、25メ ニ トル というと、まだまだ大分ございますので、そ ういうこ

ともあり、また、海側からも当然観測 しているわけですが、海側からではまだそ うした数

字の変化がないとい うこともあり、可能性 としてはもちろん否定できないけれ ども、まだ

断定はできない、引き続きいろいろ調査 したいとい うことを我々としてはお答えしました。

一方で、当然、どのぐらい海に行つているかわか りませんので、その黄色いマル、ヽ 1

の周 りに 4つ、四角い赤いのがございますが、 1-1、 1-2、 1-3、 1-4と いうこ

とで、さらに周 りを掘つて、ここのサンプリングをして、ここの状況を見ようとい うこと

を始めてお ります。孔を掘つて、サンプリングをして、出てきたのが 7月 の 8日 、 9日 ぐ

らいだつたと思いますが、この段階で 1-1か らやはり高いものが出てきてお ります。 1
-1と い うのは海から4メ ー トルのところですので、この段階でいよいよこれはだめかと

い うことを判断するチャンスがあったと思います。ただ、ここで反省すべきは、まだ海か

らのデータは変化がなかつたものですから、まだわからないと。もちろん疑わしきは十分

疑わしいのですけれ ども、まだ断定はできないとい うような対応をしてしまってお ります。

その後、規制庁からのいろいろな御指導もあつて、海の潮の満ち引きと、それから、孔

の中にたまっている水の上下の関係を調べようとい うことになりまして、そうした御指導

もいただいて、そ うしたデータを探すべくやつていたのですけれども、これもまたお恥ず

か しい話ですけれども、 7月 18日 の未明になって、湾の中で工事をいろいろやつています

けれども、その工事をやるための設計をするときに、そ うしたデータを実はとつていたと

い うのがわか りました。同じ部門の中で、全然隠 してあるようなデータではなくて、デー

タの出 し元というか、データを持っていた側にしてみれば、こんなもの、あそこの ドライ

ブを見れば入つているよと、そ ういう状態でございます。一方で、漏れているか、漏れて

いないかみたいなことをやつている側の人間は、そ うい うのはないのか、ないのかと言つ

て探 して、あつたみたいな、本当にお恥ずかしい話ですが、そ うい うものが18日 に発見さ

れたとい うことです。

ページを 2枚めくっていただきまして、波々のグラフが最後のページにございますけれ

ヘ
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ども、左側でございます。上の 3つの波が観測水Ml、 聰 2、 R3の ピンクとグリーンと
オレンジがそれぞれの水位でございます。孔の中の水位でございます。す方で、下の大き

く揺れているのが小名浜潮位といいまして、要するに海水の潮の行き来でございます。横

軸が日にちでございます。もちろん大潮と小さいので振幅が違つてきますけれども、動く

わけですが、オンィド■ 1の水位、このビンクのものですけれども、|ど う見てもかなり同期

しているということで、これは一部は当たり前ですので、1地下水の水位ですので、
:当
然、

来れば上がると―いうのはあるのです。ですから、ここの中に汚れたものがまじつているか

どうかという議論は引き続きわからないと言えばわからないのですが、ただ、これだけ行

き来をしているということは事実でございますので、これだけ行き来をしているというこ

とから、これはかなりの確率で海に行つているということが言えるのではないかという判

断をここ.の時点でいたしました。

19日 1こ私のところに上がらてまいりまして、19日 の夕方だったのですけれども、、私が指

示したのは、とにかく大変なことになるので、1漁業協同組合、・ 漁業関係者の方々に第=報
を入れて、その後、会見をして発表しましようということにいたして、たまたま土日が入

つて、月曜日の22日 に会見をして、東京電力、海側今の流出を認めるというような報道に

なつたというのがくこ:の一連の流れであります。        |
小さいほうの紙をごらんになっていただきたいと思います。左側の日にちが入つている

ところが、今、|あ ら|あ ら申し上げた部分でありまして、チャンスが何回かあつたのは事実

であります。そのたびにメディアからも、漏れているんじゃなぃの、認めなさいよ、みた

いなことは責められておりまして、結果的に22日 に流出を公表したとぃうことでございま

す。     |  |     ‐ .
これまでの幾つかのチャンスが|あった中で、我々が結果的にはちゅうちよしてしまった、

なかなか判断ができなかったということの最大の理由は、漁業に対する影響がかなり大き

なものがあるだろうということを非常に感じてぃたということです。まだわからない、決

定的でない状態のデータを、我々が、どうも流出しておりますと言うことに対して、いろ

いろな意味からちゅうちょしてしまったというところがありました。最終的に私が19日 に

聞いたときも、とにかく漁業関係者の方々に、これまで随分この手のものがありましたし、

とにかく第一報を我々に教えろということを何度も何度も怒られていたせいもありまして、

そうした指示をしたということでございます。

ただ、結果的に我々は認めるという判断をした以上、もつと早くやつておけばよかつた

と。要は広報の姿勢といいますか、タイミングといいますか、そうしたことでは、結果も

含めて、非常に反省すべき点が多かつたなと思うてお、ります。

今後、対策というのがございますけれども、これは広報の言いつぷりの問題もあります

けれども、こういう可能性も否定できないので、その場合に備えてこういう対策を打つて

いきますということを(ま さにリスクコミュニケーションですね。きっとないと思います

ということではなくて、きつとないとは思うけれども、あつた場合に備えてこういう対策
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を打ちます というような、まさに我々が 2年前の事故以来、学ばなければいけなかつたリ

スクコミュニケーションができていないとい うことに尽きるのだと思いますので、そこを

しっかりこれから、改めてですけれども、やつていくとい うこと。

さらに、先ほど言いましたように、データの所在をめぐってお粗末なところもありまし

た。特に、いわゆる生データは本当にたくさんありますので、これを管理するとい うのも

なかなか難 しいのは事実なのですが、まずは放射性物質であるとか、放射線量とか、まさ

に皆さんが一番御心配 されて、関心も高いものについては、とにかく一元的に管理 しよう

と。それから、これから、例えば、どこそこに孔を掘って、こうい うモニターをしますと

い うことも事前に公表 しようと。そ うすることによつて、メディア側も、たしかこの前、

あそこに孔掘つてモニターすると言つたではないですかとい うことからも牽制が効きます。

そ うしたことも公表するとい うことで、データのマネジメン ト部門というか、福島第一原

子力発電所の中でも、今、いろいろな仕事が動いていますので、横断的にできるようなマ

ネジメン トをしていかなければいけないなと考えているところでございます。

この問題に当たっては、私 と、原子力本部長の相澤副社長、さらに、そ うしたことを防

ぐために新たにつくつた組織 としてソーシャル・ コミュニケーション室というのがござい

ますが、そこの室長はまだリクルーティングができていないので、私が今、暫定的に室長

を兼ねているのですが、実質的にやつている副室長の執行役員の 3人 を減給処分にいたし

ました。それから、広報部長 と、安定化の全てを仕切つてお ります安定化センタ
‐の所長

も厳重注意 という処分をさせてぃただいてお ります。

今、広報的なお話をいたしましたけれ ども、一方で、対策 としては、 1枚めくつていた

だきまして、 2枚 目の表といいますか、 (3)海への漏えい防止策というのをごらんにな

っていただきたいと思います。先ほどと同じ場所の拡大図ですけれ ども、左側にグレーで

囲まれたところがございます。問題のヽ 1と いうのはグレーの中に入つてしまつています

が、そこの黒い孔がMlで 、その上にヽ 1-1が ございますが、この辺で見つかつてお り

ます。

これらの汚染は、我々の見立ては、その右側にピンクのマルがあつて、平成23年 4月 漏

えい箇所 とい うのがございますが、 2年前に、ここにどぶのような溝があつて、そこにい

ろいろなケーブルとかが入つている、 トレンチとい うダク トのようなものがあるのですけ

れども、そこから漏れた経緯がありまして、そこがじわじわ、じわ じわ、地下水の媒体に

広がっているのではないかとい うのが我々の見立てであります。 したがいまして、今、赤

い鍵括弧のような部分については、水ガラスを打つて海に行かないようにしてお ります。

これは今 日にも 1列 目が完成 して、より強固にするため、今、重ねて 2列 目を打つてお り

まして、 2列 目が 8月 10日 ごろに完了する予定であります。

一方で、これをや りますと、当然、地下水が海に流れた り、行つた り来たりが しなくな

りますので、山側に地下水の水位が上がってきます。当たり前ですが、せきとめますので。

そうすると、当然 (横から逃げようとした り、あふれた りということが考えられますので、
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し

この下側のオレンジ色のところも覆うようにし、さらに上のグレーの部分ですけれども、

表面ですが、ここをアスファル トや小石で舗装を行 うということをして、雨水が入 らない

ようにし、四方から地下水が流れ込まないようにするということを、今、やつております。

ちょつと時間がかかります。 2～ 3カ月かかると思いますけれども、それについてはやる

と。

一方で、|一番海側に青い点々がありまして、途中まで実線になつておりますけれども、

これはいわゆる矢板を打うような格好で、右下に写真と絵がございますが、絵で言 うと赤

い部分であります。写真で言 うと右下のものですが、要するに、こうした鋼板を継ぎ目が

ないようにどんどん、どんどん打つていく。これはずつと前から始めております。ただ、

ここをずっとやるのに、700メ ー トル近くございまして、時間がどうしてもかかるというこ

とで、今のところ来年、あと 1年以上かかると考えておりますじ

こうした対策をす方でしながら、右側のM2、 お 3についても同様のおそれがあります

ので、対策の④と書いてあるように、ここに地盤改良をしていくということも、この後、

やつていく。                              .

=方でこうしたハー ドの対策をや りっつ、ソフ ト系のメディアに対する発表の仕方等々、

皆様に対する御説明の仕方等々については、先ほど申し上げたようなことで、これからも

しつかりやっていきたいと思っておりまする本当にいろいろ御心配をおかけして申しわけ

ございませんが、今後とも教訓を生かしてやらせていただきたいと思つております。 |

私からは以上でございます。

○川端委員長 ありが|と うございました。
続きまして、村松常務より、「総合特別事業計画」の進捗について御報告をお願いいた

します。

○村松常務 それでは、簡潔に御説明させていただきます。お手元右上に資料 4と いうA
4版のパワーポイン トの資料がございますが、これをごらんいただきたいと思います

`

表紙を 1枚めくっていただきまして、左側の下でございますが、まず、合理化に対する

取組状況でございます。コス ト削減の進捗状況でございますが、その下の表を見ていただ

きますと、まず(2012年度の実績が出てございます。真ん中のところでございます。 「総

合特別事業計画」におきますコス トダウンの目標額約3,500億 に対しまして、実績で約5,000

億と、約1,500億 円の深掘りをすることかできました。

2013年度の見通 しでございますが、「総合特別事業計画」の目標の約2,700億に対しま

して、さらに1,000億以上の深掘り、さらに現場の創意工夫による深掘 りということでやつ

ておりまして、恐らく2012年度並みの5,000億 近いコス トダウンが達成できるものと思って

おります。

なお、なかなかロントロールができない燃料費、それから、購入電力量、減価償却費を

除きました全体としての年間の費用支出額は2兆円規模でござし`ますので、相当のコスト

ダウンの率ということでございます。
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右上、 4ページでございますが、競争発注の拡大の状況でございます。足もとのところ

でございますが、2012年度におきまして、日標を大幅に上回 ります23%の 競争発注比率を

達成 してございます。2014年度の日標につきましては、今年度中に30%日 標を達成できる

見込みでございまして、日本のメーカーの平均的な競争発注比率でございます60%に つき

ましては、2015年度 とい うことで、 1年前倒 しで達成できる見込みでございます。

1枚めくっていただきたいと思います。次に、合理化におけます人員削減の状況でござ

います。左下のシー ト7を ごらんいただきたいと思います。棒グラフが出てございますが、

右から2つ 日のところ、2012年度末の実績でございますが、こちらにつきましては、 3・

H前 に比べまして、本体で約2,400名 減、それから、グループ全体といたしまして5,300名

の削減を達成 してございます。今年度末までございますが、本体でさらに1,000名 、グルー

プ全体で2,000名 の削減をする予定でございます:これにつきましても同様に、希望退職を

含めますあらゆる手段をとりまして、グループ全体並びに単体の人員削減の達成をしたい

と考えてございます。

引き続きまして右上でございますが、資産売却の状況でございます。 8ページの表をご

らんいただきたいと思います。一番下の行に合計欄がございますが、もともとの 「総合特

別事業計画」におけます売却 目標は7,074億 円でございます。これに対 しまして、右方でご

ざいますが、6月 末、四半期末までの状況で6,765億 円を達成 してございまして、95%の進

捗率でございます。

その下、 9ページをごらんいただきたいと思います。幾つかのビルがございますが、上

から2つ 日、銀座プランタンの裏にございます銀座支社 とい う事業所がございます。これ

は350坪ほどの土地がございまして、こちらにつきまして売却手続に入つているところでご

ざいまして、8月 中には売却手続が完了すると考えてございます。その下でございますが、

都内にございますグラウン ド、 1つは桜上水のグラウン ドにつきましては、先月、世田谷

区様に売却が終了いたしまして、残つてお ります千住グラウン ドにつきましても、今年度

中に売却の見込みでございます。

1枚めくっていただきます。左下、Hページでございますが、もう一つ、大きな施設 と

いたしまして、信濃町にございます東電病院がございます。こちらにつきましては、今年

度中に売却手続を終了する予定でございます。これ らによりまして、7,074億 円につきまし

ては、満額達成の見込みでございます。

右側、12ページ以降につきましては、原子力に関するところでございますので、省略さ

せていただきますが、 1点だけ、右上12ページでございます。12ページの右下に廃炉対策

推進会議体制図とい うのがございます。廃炉対策推進会議の下に、一番右側に汚染水処理

対策委員会とい うのがございまして、これがまさに今、廣瀬から申し上げました内容につ

きまして、官民合同で検討 していただいているところでございます。こちらにつきまして

は、昨 日、機構の■■■■が原子力本部副本部長ということで執行役員発令がされてござ

いまして、ここにも参画 していただく予定でございます。その下の研究開発体制でござい

⌒
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ますが、国際研究組合でございますが、本 日御認可をいただくということで聞いてござい

ます。

1枚めくうていただきます。左側が安定化廃炉、それから、原子力改革の状況でござい

ますが、こちらにつきましては、左側、右側、原子力に関する状況でございますので、先

ほど廣瀬から説明あったとおりでございますので、省略させていただきます。

1枚めくっていただきます。左上、18ページをごらんいただきたいと思います。賠償で

ございますが、先週も機構様から交付金につきまして追加の認可をいただいたところでご

ざいます。これまでの賠償のお支払い総額は 2兆 6,000億 でございます。3月 からネタτ ト

いたしました家屋並びに家財、土地等、不動産にかかわるものにつきましての賠償手続も

進捗してございまして、一応、7月 末の時点で1,500億 の支払いまで手続が進んでいるとこ

ろでございます。そのほか、除染並びに年間で10万人の社員を派遣する、また、復興プロ

ジェク トということで、各種取り組みを進めているところでございます。

1枚めくっていただきたいと思います。最後にカンパニー制でございます。 4月 1日 付

で3つのカンパニーを設立してござぃます。こちらにつきましては、右上のところ●24ペ
ージをごらんいただきたいと思います。ポンチ絵がございますが、一番左側のところでご

ざいますが、コ‐ポレー トでございます。コーポレー ト部門につきましては、こちらの中

llバ子力|び ||■億1声:炉体制|^れて●ざい.事す:||■|1年員約1万人でございます。
原子力の設備がここに入つている関係で、 5兆 円程度の資産規模でございま|す:|■■ ‐■
その右上でございますが、これが燃料火カカンパニすでございまして、人員 といた しま

しては3,000人 、 1兆 5,000億程度の資産規模でございます。

その下、真ん中でございますが、
｀
これが流通部門でございまして、パワーグリッド・カ

ンパ■―とい うことで、総勢 1万 6,000人。水力も含めまして、資産 5兆 5,000億でござい

ます。              |
その下が営業部門でございまして、カスタマ

=,サ
ービス・カンパニーでございます :

人員としては8,000人 でございますが、資産はほとんど持つてございません。業務設備の若

干のものとい うことで、数十億円規模でございます。

第 1四 半期につきまして、初めてセグメン ト別の会計開示とい うことで、カンパ■―別

の収支を開示いたしました。それが25パージに示 したものでございます。一番下にカンパ

ニー別の営業収支が来てございます。

まず、フュエ/L/&パ ワー・カンパニーでござぃますが、第 1四 半期につきましては、467

億の営業損失でございました。この理由でございますけれ ども、こちらにつきましては、

小売部門、カスタマーサービス部門から受け取るものに対 しまして、燃料を調達 している

為替 レー トが非常に円安化が進んでいる、これが最大の理由でございます。

それから、パワーグリッドでございますが、こちらは原子力の問題 も、それから、燃料、

為替の影響も受けないということでございまして、168億の営業黒字を達成 してございます。

カスタマーサービスでございますが、こちらにつきましては、電力購入、自家発並びに
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取引所からの購入がございますが、これがやはり為替の円安化によりまして調達価格が嵩

んだとい うことで、18億の赤字でございます。

コーポレー トの若干の赤が出てございますが、これは原子力が運転予定のものが「総合

特別事業計画」では 4月 以降とい うことでございましたので、運転 されていないとい うこ

とでございまして、この分を火力に振 りかえたことの影響といつたところでございます。

トータルが右側でございます。

なお、いずれのカンパニー、コーポレー トにつきましても{全て合理化 目標につきまし

ては達成 してございまして、コス ト削減はそれぞれ順調に進んでいるとい うことでござい

ます。

概略、以上でございます。

O川端委員長 ありがとうございました。

東京電力からの 2件 の報告に関し、委員の皆様から御質問ございますでしょうか。 どう

ぞ、お願いします :

○■■■■  今のような状況が続いている中で、量的・質的な人材の劣化や、
=気
の低下

などが進んでいるのではないだろうかと直感的に感 じています。

り延べとい うものは、長期持続的、あるいは永遠に持続するとい う前提

で正当化できるような程度のものなのかどうか、ということです。

3番 目は、もしそうなつているとすると、表に出ていないコス トが先送 りされていまし

て、後でまとめて、何倍も多くなって出てくるということになります。

合理化そのものについては、結論から言 うと、原子力発電を動かさないことには、多分、

燃料費の大幅合理化はできません。先ほど燃料費は総コス トの44%と おつしやつたでしよ

うか。それを別の形で賄おうとすると無理が来るので、人材の劣化とか、設備の荒廃につ

ながつていくという悪循環になつているのではないかという気がいたします。

そのようなことを前提として、今、必要とされる人件費、設備維持費、そして払わざる

を得ない燃料費を加味したコス トでもつて、料金値上げをまずきちんと請求すべきです。

そして料金値上げを請求したところで、原発が稼働すれば、それが解除条件になって値上

げ率が下がるなどといつた、いい循環に持っていかないと、永遠に言い訳と与えられた目

標は達成しましたということだけに終わつてしまうのではないでしょうか。どこかで踏み

とどまつて、全ての事実を開示するというところから立て直さないといけません。この時

期は非常に貴重な時期なのではないかという気がします。そうでないと、ずるずるといく。

どこかでもつて停電が起こりやすくなるとか、電力そのものの問題が出たときに初めて、

今まで何で言わなかつたのか、などと世間から言われるのではないかと思 うのですね。

雑然といろいろ申しましたが、問題点はよくおわかりだと思 うので、その点について大

文夫だと考えてよろしいのですか。

⌒

それから、もう一つ、修繕費を繰 り延べたりする中で、設備の荒廃が進むのではないだ

うかと思つています。
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し

○廣瀬社長 おつしゃるように、ある時期を超えますと値上げは必然になつて―くると―いう
のは事実だと思いますが、しっかり安全を担保した上で原子力発電所を動かさせていただ

くというのが、値上げもしなくて済みますし、:何 とかやつていけると。先ほどの修繕費や

人件費についても、一遍に 7つは動きませんけれども、だんだん動き出せば、当然回復基

調に乗って、そうしたことを戻していける、社員も何とかやつていけるという方向に持っ

ていくのがまずは理想だろうと思つています。ただ、一方で、先ほどからお話ししている

ように、新潟県との関係で、簡単に事が進んでいないというのも事実ですので、その辺の

タイミングを見はからってということだと思います。

○■■■■ 自分だけでできること、つまり、自分自身が主体性を持つてやれることと、|

相手の了解を得なければできないことの間には非常に大きな差があります。相手が理解し

てくれることを前提に、楽観的な予測に頼りながら、問題を自分の手の中に抱えたまま時

間を空費して―いって問題を悪化させていくというのが、最後に■番ひどいことになるやり

方です。 非その点を考えてい

ただきたい。

例えば、汚染水の話をさらき言われましたけれども、あれは認識 した時に事実を公表す

る必要があります。危機管理における広報は、全てわかった瞬間に全部公表するのが基本

です。公表 したことによって、それは非難されるかもしれませんが、それでも、問題を常

に自分の手の中に抱えないということが一番大事だと思うのですね。

それは汚染の問題だけでなく、料金や人件費・修繕費といつた問題にも言えることです:

東京電力としては、計画の見直しが必要になってくる1時期が遅かれ早かれ来ると思うので

すが、こういつた条件が整えばやれます、といった確信を持つたものにされたほうがいい

のではないかと思うのです。その点はいかがでしょうか。

○廣瀬社長 値上げに対しての反発はございます。
○■■■■ それは覚悟 しなくてはいけませんね。事実ですから。例えば、今、原子力発

電所がとまつている、でも、何も不便はないではないかと。つまり、何もトレー ドオフす

ることなく原発は回避できるのですよと、世の中の人はみんな思つていると思うのですが、

このミスリー ドというのは将来においてものすごくマイナスになってきますから、コス ト

はかかつているのですということを見せるべきです。風当たりは受けるしかないです。

私は本当にぎりぎりまで来たのではないかという気がするのですね。毎年 4兆円が追加的

化石燃料の輸入のために流出しているとも言われていて、これは日本の経済そのものの生

息条件を揺るがしています。東京電力がそう言われたときに、みんながし―んと黙つてい

るのはよくないので、周 りも=緒になって、それは当然のことだと言つてあげなくてはい

けないと思 うのですね。我々は言 う覚悟は幾らでもありますから。

○川端委員長 今の点で、何か御意見ありますか。
○
―
 別件でよろしいですか。

○川端委員長 どうぞ。
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○■■■■  会長、社長もおつしゃられていたのだけれども、人と技術の劣化 とい うのは

ものすごく気になるところで、特に技術の中堅の人たちがやめていくとい うのは怖いとこ

ろがあるかなと思 うのです。私、廃炉対策推進会議にも出させていただいているのですけ

れども、汚染水の問題 とか、地下水の問題 とかをや られている方は、本当に夜も寝ずに対

応をやられているのです。そ うい う重要なところには、東電の中で人をもつとうまく集め

るとか、そ うい うことができたほうがいいのではないかと思 うと同時に、日本中の英知を

そこに結集 してやるというふ うな感 じにしないと、いろいろとコメン ト、文句を言 う人は

多いのだけれども、一緒になって何か しようとい う、その仕組みがないような気がして、

私もかな り内容を知っているものですから、時々、東電の担当者 と一緒になって議論 した

りするのですけれども、もうちょつとその辺が、日本の中で英知を結集 しながら、す ぐに

対応するというや り方でやっていけたらいいのかなと思つています。

○廣瀬社長 先ほどの組織図にもありましたように、廃炉対策推進会議は経済産業大臣の

会議でございますけれ ども、その下の汚染水処理対策委員会はまだできて 2～ 3カ 月です

けれ ども、今、最大のポイン トが汚染水、とにかく水の対策とい うのが大事なところなの

で、国のそ うした立てつけをつくつていただいたので、そこに英知を集めるような形がで

きてきていますので。我々も、どちらかとい うと何でも自分たちでやろうとする会社でし

たが、もはやそんな状況でないのは、これは徹底 していきたいと思つています。 とにかく

お借 りできるノウハ ウなり、お知恵なりは全ていただく、そ うい う覚悟でやらせていただ

きたいと思つています。

○■■■■  もう一つ、先ほど言い忘れたのは、良質の安定的、安全な電力供給の外にあ

る話 として、セキュリティーの問題 とい うのは大丈夫でしょうか。津波以外にも脅威は多

くあるわけです。特に人為的な脅威などが出てきます。そ うすると、社員の質 とか、出入

りする人の質とか、そ うい うものをきちんとカバー してチェックしておかないと、何でも

できるとい うことになってしまうような気がします。そこのところはかなり厳重に見てい

らつしゃるのですか。

○廣瀬社長 そ うですね。放射線の管理ですら不徹底であったりとい うのはありますので、

本当にしつかりしないと。もちろん、いわゆる入退室のセキュリティーであるとか、フィ

ジカルなプロテクションについては、しっか りIAEAの 基準にのっとってや らせていただい

てお りますけれども。

○■■■■ 結局、それはコス トなのですね。顕在化させるのはコス ト。人件費の単価を

不当に下げると人間はだめになります し、また、外注比率みたいなものをうんと高めて、

誰でも入つてこられるようにコス トをたたくと、管理は弱くなります。そこの トレー ドと

いうのはすごく大事で、原発の場合には、安全性が脅かされると、それによる影響はもの

すごく大きいというのは、今回は津波でわかつたのですけれ ども、ほかの何でも同 じです。

ですから、必要なコス トはコス トとしてきちんと盛 り込んだ上で収入対策を講 じるべきで

す。燃料費のコス ト削減とい うのは合理的な削減だと思つています。その兼ね合いのとこ

⌒
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ろはよく見ていただくことが大事で、要るものは要ると言われたほうがいいと思います。

○廣瀬社長 そ うですね。
○      私もこの間t汚染水の問題が次から次へといろいろな形で起こつてくるの
を見ていて、例えば、タンクのつくり方とか、プールのつくり方とか、必要なコス トをか

けないでやってきたのが現に裏日に出ているのではなぃかという気がするのですねど

それから、今度の汚染水の流出のF・5題について言えば、先ほどから出ていましたけれど

も、東電の今の能力で本当に処理できるのだろうかというのが疑間になる部分があるわけ

ですね。海側の遮水壁をつくれば本当に大丈大なのかどうか。汚染水が地下でどういう状

況になってぃるのか、はつきり本当にわかつているのかということも含めて、先ほど英知

を結集 してと言われましたけれども、本当に現場に入っていつて、そういうことができる

能力のある人を集められるのだろうかと。上のほうでいろいろ研究的なことをする人材を

集めるのはあるいは簡単かもしれませんけれども、そういう能力がある人を集められない

のだとすれば、東電だけでこの問題を本当に処理し切れるのかという気もしてくるのです

ね。そこもそろそろ考えないといけないのではないかという気がしてしようがないのです

ね。余 りにも次から次へと汚染水の問題が起こってくるものですからね。その辺はどうな

のでしょっか。

○廣瀬社長 人材の質の問題と量の問題とあると思いますけれども、基本的に金をかけな
いでということはもはや今は全くなくて、昨日の決算でもまた新たに債務計上 して、損害

対策費というので乗せていつてお りますので、必要なものはもちろんやらなければいけな

いですが、ただ、今はむしろ物理的に、御承知のように、大変線量の高い地域があつて、

これは人材の問題とか、量の問題 とかいう以前の問題として、言 うは易く、なかなか実質

的にできないという部分も当然ありまして、そうしたものについては、瓦れきの処理をま

ずしてからやるのですということもあるのと、それから、現場は広いのですけれども、そ

れでも汚染水の話とかになりますとかなり限定されていまして、こっちをやっているとき

にこんなことはできないとか、機材を入れられないとか、そういう物理的な難 しさも相当

あるようでございます。なかなか物理的にできないであるとか、線量の問題であるとか、

1日 何時間もできないとか、そういうことでの制約は聞いておりますが、とにかく何十年

とやつていく話ですので、人材の確保については本当にしつかりやつていかなければいけ

ないと思つています。

○川端委員長 どうぞ。
○|■■■  ありがとうございます。本 日、廣瀬社長、そして下河邊会長のお話を伺つて、
東電と機構で策定した「総合特別事業計画」に関しては、コス ト削減、カンパニー制の導

入、部門別管理会計制度等、経営の仕組みという点では下歩も二歩も進まれたと思います。

特にコス ト削減のほうは、先ほどお話あつたように、もともとの計画をかなり上回つてお

り、その努力を現状でも続けられているなど、非常に頑張られていると思います。

ただ、今、汚染水の話が出てきましたが感 じるところがございます。要は、経営の形と
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か、仕組みについては、外部の方も含めて、いろいろなア ドバイスを頂戴して実行されて

いますが、本質的なところがどうも変わっていないのではないかという点です。この一連

の汚染水の報道でそのような印象を受けた方々も多かったのではないかと思われます。

先ほど広報の問題もあつたというお話をいただきました。もちろん、や り方の問題もあ

るのですが、より本質的な問題もあるのではないでしょうか。対応について、どうも後手

後手となってしまつているイメージがありますし、先ほどの■■■■の話ではないですけ
れども、確かに正確に調べなければわからない部分もあるとは思いますが、東電さん自身

としてのどのような予測といいますか、仮説を立てていらっしゃるのかなど、もう少 し外

に対 して言わなければいけないところもあるのではないでしょうか。一連の対応を拝見し

てお ります と、先ほどからのお話のように、人材が本当にいらつしゃるのか、本当に手だ

てを持つていらつしやるのかといつたことが心配になります。一方で漁業関係者方々への

御説明など、確かに気を使わなければならない部分はあると思いますが、そ うした点も踏

まえながら、もう少 し大胆な仮説 といいますか、発想の転換みたいなものも求められるの

ではないかと、感 じた次第です。

汚染水に関して質問が 3つ ございます。 1つはヽ観測孔のMlか ら最初に見つかつたと

いうことが今回の発端だつたわけですが、観測孔のM2や M3に 関しては、今のところ、

大丈夫 とい う理解でよいのでしょうか。

2つ 日は、先ほどの御説明で、第一四半期で災害対策費を積まれたとい うことでしたが、

今回の一連の汚染水対策、具体的には、 1号機だけではなくて、最終的には 3号機 と4号

機の間の壁、平成26年 9月 までの間で、どの程度のコス トを見込まれているのか。そして、

そのコス トがマキシマムなのか、あるいは仮置きの数字で、む しろミニマムなのかという

点が 2点 目です。

3点 目に、電気料金に関してですが、こうした汚染水処理のコス トというのは、現行の

仕組みの中で、料金に反映できるものかどうかとい うことです。以上 3点、お願いします。

○廣瀬社長  1つ 目の御質問については、先ほどのこの絵、写真をごらんになつていただ

きたいのですが、そこの下に表がございます。 7月 30日 時点の水質とい うので。右側のほ

うに行きます と、m2、 2-1、 3、 3-1と い うふ うにございます。これの評価の問題

になつてきます。ちょつと嫌 らしいのはヽ 2の 7月 25日 、330全 βo β線の検出がされてい

るとい うことは、恐らくス トロンチウムが入つているとい うことで、これがちょっと要注

意であります。そのほかについては、トリチウムというのは水ですので、地下水があれば、

どうにもならない部分があつて、このぐらいの数値について、それだけでとい うことはな

いと思いますけれども、今、NO.2が要注意ということで、先ほどのように、こうい うのを

やつていくということです。

金額は、御存 じのように、廃炉のための債務認識 として九千何百億 とい うのをどんと積

んでお りまして、そこには燃料を取 り出すのから全部入つていて、それが基本的に大きな

入れ物 としてあつて、ただ、例えば、今回のように追加的にやるとかtタ ンクをまた新た

⌒
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に増設するとかぃうことになりますと、期ごとにそれにぽつぽつ足.していくと。.´´||ま、

やったェ事に対しても、実はこのうちのこの部分は9,500億の中に債務認識として、既に予

定として入つているものだということをやりながら増やしていつております6‐  
´
‐

例えばですが、この図の水ガラスを今、こうやつています
`次
が隣の2のほうもやりま

す。■3つあるのですけれども、これを全部やつていくということで、
‐
47億円を今回計上し

ています。これだけではないかもしれません。細かくはどこまで入っているかわかりませ

んけれども、そこを今回の部分で計上しています。す蔀はもう工事が始まつて―|■|す ||、
これからのものも含めてですけれども、そうしたことで、これからにっいては、そういう

形で積んでいくしかなくて、当然債務になりますので、BSは痛むわけですが、ただ(‐今の

ところBSは全然問題ないですじtキャッシュも特に今はFpl題ない
F‐すので:碑んだとき||、

経常損益とはBIJに特男1損益のt=う |でばつと痛Ⅲという
.9は
ギざ|ヽ|すけれども,|そ:|||そ

こで、|ま さに特別な話ということで、いわゆる電気事業の営業費用、あるいは経常費用と

いうこととは別に分けられると思っていますので、3番 目の質問にもつながるかもしれま

せんけれども、そうしたことでやつていくことになると思いますし、:そ うした仕組みの中

で、こんなお金がかかるのだからやめようとかtち ょつと後にしようとか、それが■番危

険ですので、そうしたことがないように、そういう仕組みを使つていくということだと思

つています。 || | ‐       _  ._     ‐  | ‐
○■■■■ ありがとうございました:
○■■■■ 先ほどの延長なのですけれども、これから廃炉を進めていくときにtわから
ないようなこととか_いろぃろなリスクがあると思 うのですね。1現場として、技術者とし

て、どういうふ うなリスクがあるのかを想定してから対応することが大事かと思 うのです

ね6今回のこと―も、半年ぐらい前から、港のシ‐ トフェンスの内側で、時々、,上がうたり

下がつたりがありましたね。 1つの可能性からすれば、こつちから流れているのではない

かと―いうことを考えている人がいたのですね。●そのときに対応 していればよかつ|たわけで

すから、もつとリスタ管理をしつかりとして●東電の現場技術者がしうかりとしながらや

つて、そういうことを言 うと、また経産省のほうから文句出るとか、そんなことは気にせ

ずに、当事者がしっかりとやることが■番大事だと思うのですね。|ぜひよろしくなこれか

らも、多核種除去装置も、1試運転のとき、どこかが腐食が起こってぃる|と|が■|タ ンクがあ

って、上側の 1か ら12の地下水の問題がありますし、必ず将来出てくるのは、汚染水の中

で、 トリチウムを含んだ汚染水をどう―するか、いろいろなリスクがいつぱいあるわけです
から、それも早日、早目に対応することが大事かなと思います

`

○廣瀬社長 おつしゃると|お りです。先ほどの広報の問題にもかかわりますが、そうした

リスクを早目にお知らせ していくということとt‐ できればそうしたことを我々もしっかり

気がついて、事前にくできることとできないことがありますけれども、一遍に全部対策ま

でできないのであれば、モニタリングを強化してやるとか、そうしたことをあわせて打ち

出していかなければいけない。
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○■■■■  原子力規制委員会の委員長も、 トリチウムは薄めて放出するしかないとか、

規制委員会 とすれば、 トータル リスク低減 という観点から必要な対策をしろと言つている

のだと思 うのです。

○廣瀬社長  トリチウムの問題は、いつかのタイミングで、まさにコミュニケーションし

ていきませんと、地下水バイパスといつて、入つてくる前の水すら、今、出せない状態に

なってしまっていまして。

○|■■■  どんどんタンクがいっぱいになってきて、何かのときにタンクからばつと放

出するのがもつと怖いことですから。

○廣瀬社長 おつしゃるとお りです。ありがとうございます。
○川端委員長

○■■■■  まず、■■■■が最後に指摘 した点を私が答えるのも変な気がするのですが、
私の理解 している範囲でお答えします。汚染水等のコス トが、料金原価に算入できるか否

かについてですもまず、料金値上申請を仮に出すとして、変分改定で出すのか、本格改定

で出すのかに依存することになります。変分改定の場合には、今回のケースでは原子力発

電所が動かないのは東京電力の責任 とは必ず しも言えないことが明らかだと思 うので、基

本的には認められるはずです。ただ、変分改定では、その特定のものが変わつたところの

調整、今回の場合には原発再稼働の遅れの所だけの調整になるので、他の項 目については

そのままとなり、■■■■が御懸念の費用は料金値上げに反映されない可能性もある。 し

たがつて反映できるか否かは出し方によります。それから、仮に本格改定で出す とすると、

現行の制度では、汚染水の処理のような廃炉のための経常的な費用は料金の原価に含めら

れると思います。廃炉対策のための経常的な費用は現時点でも原価算入が認められている。

更に、現在、制度の変更が議論 されてお り、廃炉に関する全般的な料金原価や会計制度

の見直 しをしているのですが、資本的な経費に関しては特別損失 という分類だつたのを変

更 して、資本的な経費でも料金原価算入が認められる可能性が出てきた。当初想定を超過

した額に関しては認められることになると思います。仮にそのような形のコス トであった

としても、本格改定であれば、一定の査定のもとで認められることになると思います。そ

の意味で、基本的には料金原価に入る、東京電力が主張すれば一定の査定のもとで入ると

い うのが、■■■■の質問に対する答えにあたるものだと思います。

他の点です。まず、修繕費だとかを先送 りして、結局、将来コス トが高くなるあるいは

安定供給に支障をきたすことがあるという点です。私は基本的にはないと思っているので

すが、そもそもそのようなことは してはいけないことだと思います。 どのようなきつい状

況であつたとしてもt安定供給を犠牲にするようなことは許 されないと思いますので、こ

の点についてはくれ ぐれもないように。他の電力会社に対 しても全く同じことを言つてい

るのですが、コス トの削減が求められているのは、ある種、単価の効率化、同じものなら

安く買えるように努力すべ しとい うことであつて、合理的な修繕、補修をやらないこと、

先送 りすることを要求されているのではないということは、念のために確認 させてくださ

へ
ヽ

ヘ
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い。残念ながら今までの電力会社はこの意識が極めて希薄だったことが各種委員会の場で
明|″ |ヽ|な |,v)|すがヽ1本‐本雫|力は|1今 ||●|■ 今́■1春レ||IⅢⅢ́ lヽtま凛却||も
ぅ|ヽた,|:‐ |||||■ |||||||||||■‐‐|||||||||||||||||||||‐ |||■ |li■||||||
|そ|れ″|ら■原子力■雫所|1動´ヽ|なければ|ネ|´、力ヽ́‐|´|■そ|1分|1最‐終1中‐tl'幸

^●
が上がるという点に関して、政府は言いたがらないという認識を私Ⅲ■|||`ν )ま■″:|

少なくとも現在の政府がそれに関して消極的だとは私は認識 していません。

東京電力の値上げ申請時もそうだつたのですが、その後、値上げ申請が次々と出てきた

際に、ほとんどの会社が原子力発電所の再稼働を一定程度見込んでいます。もし、この再

稼働を見込まなかつたとすれば、料金の値上げはどれだけになるという.試算は電力会社が

出している。それに対 して、消費者の一部は反発 した。
|つまり、料金を人質にして再稼働

するつもりかという形で猛烈に反発はしたのだけれども、政府なり、料金審査委員会なり

は、全て、ここに言われていることは現行の制度のもとで事実、電力会社がマ■ュピュレ

ー トして言うたのではなく、実際に再稼働を見込まなければ、現行の制度では料金の値上

げ率はさらに高くなることはきちんと言っていると思います。この点その他の委員会でも

同じ。                  |
もちろん、まだ不足だということであれば更に言 う必要があると思いますが、この点に

ついては、一定の理解は既にあるのだと認識 しています。それだけのコス トを負担 してい

ることに関しては■定の理解が浸透しており、だからこそ原発がとまつている状況では再

値上げは不可避という観測が出てぐるわけです。 したがつて、この点については、そうい

う状況であることを認識 した上で、言 うべきことはきちんと言つていくのでいいと思いま

す。判断は東電の経営陣にお任せ します。                 ●■■■|

それから、1再値上げに関してです。再値上げは最後の手段であり、できるならば避けた

い、あるいは、再稼働の理解を求めるのが優先だという姿勢自体は、東京電力の判断とし

て正しいと思いますので、その点は問題ないと思います。 しかし、仮に再値上げというこ

とになつたとすると、準備に,定の時間がかかりますので、そんなことは言 うまでもない

ことですから、1当然やつておられるとは思いますが、追い込まれたときにはやらぎるを得

ないので:そのための準備はしておくことは必要です。制度が若干変わつてきているので、

再値上げを出すときには、先ほどの資本的な経費だとかを認められる形になつていると思

いますから、それらも踏まえて、本格改定で出すのか、変分改定で出すのか、変分改訂で

出すとすれば代替電源の費用をどう算定するのか、そういう検討は進めておくべきです。

以上です。

○廣瀬社長 おつしゃるとお りだと思います。■■■■からさきにお答たいただいたよう

に、今、廃炉の経費の会計制度を、まさに先生に入つていただいてやうてお りますので御

存 じと思いますけれども、原子力発電所は発電が終わつた後も放射性物質を封 じ込めると

い う機能はまだ残るのだと、そ ういう考え方だと認識 してお りますので、そ うしたものも

使うてやつていかなければいけないと思います。       ｀
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修繕費は、本当にそんなことはしてはいけないのは全くおっしゃるとお りです。

今かかっている経費をきちんと回収 しないで、債務 として将来に送

るということをするのはやめたほうがいい。かかつているものはかかつていると言つて回

収 して、その回収の度合いが、もし原発が稼働すれば、より少ないレー トでできます とい

うふ うに、今あるものは今、回収するとい う原則でやつていつたほうがいいと思います。

事故が起こったことに伴 うさまざまな経費というのは、利用者が負担すべきものなのか、

納税者が負担すべきものなのか、この辺についてはまだ整理が十分されていないところが

ありますが、これは政府次元での、政治的決断なのだと思 うのです。だけれども、東京電

力としては、事業をあずかつている者 として、必要なことは真つ正面から言 う、それから、

都合の悪いことも含めて、事実をなるべく早く開示 してしまうとい うのは鉄則だと思いま

す。

○廣瀬社長 頭の体操も含めて、遅れなきように対策を打つていかなければいけないと思
っています。

o■■■■  たしか新潟県は東京電力の供給範囲ではないのですね。だけれども、値上げ
が行われますと、新潟県は直接関係ないけれ ども、コス ト全体がどういうふ うにかかつて

いて、それが利用者にどうかかわつてくるかとい う問題意識が明確になる。

○川端委員長 どうぞ。
○■■■■  今、遮水壁をつくつてとめると、原子力発電所のさらに上から流れてくる地

下水はとまってしまうわけですね。ですから、それがとまる前に、最初に提案 されたみた

いに、どこかで汲み上げて、迂回 して海に流すとい うことをやらないと、全然話にならな

いのではないかなとい う気がするのです。漁協への説明で、漁協は最初から風評被害だと

言 うわけですけれども、本来だつたら、風評被害などは起こるわけがないのです。原子力

発電所の構内に入つた水を汲み上げて出す というのであれば風評被害があるかもしれない

けれ ども、入る前の水をとめる。ただ、あのときに伺っていて、余 り上手でないなと思つ

たのは、漁協に説明する前に新聞その他に出てしまうことです。そ うすると、漁協は最初

に構えていて、自分たちで風評をつくってしまうのです。

だから、今度の新潟の問題にしても、株式会社 として取締役会で決めなければ方針 とし

て出ない、ですから、それを待つてと言 う。 ところが、その時点でもう既にその内容がば

つと出てしまうから、俺は聞いていないぞということで、最初から受け付けないとい うこ

とになっているようで、取締役会できちっと決めるとい うことは大事なことだし、そ うい

う意思決定のもとにいろいろなことが進むということも大事だと思 うのですけれ ども、広

報のタイ ミングというか、それが報 じられると、交渉相手の人が、自分の知らないところ

で勝手に決めて言つてきたとい うことになります、交渉する人が先に決めるとい うことは

ヘ
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当然なのですが、それが報 じられていることによつて、自分より先に関係以外の人が知っ

ているとい うのは気に入らないという感情的なものが残るので、その辺、もうちょっと注

意をされて、工夫されたほうが、交渉がやりやすいのではないかという気がいたします。

○廣瀬社長 全くおらしゃるとおりの判断を7月 19日 にしてtl lこ のざまになつてしまった
のですね。本当に難しいところだと思います。私はまず漁協に伝えろと言つたわ

―
けですけ

れども、結果的に出してしまつたと認めることになった結果もあるのですけれども、だつ

たら何でその日に言わないのだということになってしまって、1本当に今、右へ行っても怒

られてしまうし、左、行つても怒られ|て しまうみたいなところがあって、なかなか難 しい_
本当に上手にやらないと難 しいなと痛感 しているところです。   |  ‐

〇      小さな問題ですけれども、潮位と地下水位のデータは前からとうていたと
いうことですね。とっている人は、何のためにとらていると思っていたのですか。

○廣瀬社長 ,これは、先ほどの遮水壁という、今、700メ ー トルのうちの途中のところがあ

りますねもあれの設計のために、当然潮位をとつていますので、とつていました6そ うい

う意味では、設計方だったのですね。   |
○      自分は遮水壁の設計のためにとつているのだと。
○廣瀬社長 もちろん、それを公開のデータベマスの中にもちゃんとしまってありますか
ら、積極的にここにあるぞ、あるぞとは言つていなかったけれども、誰でも見られました。

ですから、そうしたデータの管理とかがうまくいっていなかったということですね。 7月

になって以来、随分、汚染水側の人たちは、何かないめかというのを探 していましたので。

○      でも、汚染水側の人たちにしてみれば、汚染水が海に漏れているのではな
いかということは当然気にしますね。そのとき、非常に単純に、地下水の水位 と潮位と関

連していれば、つまり、潮位が上がれば、こうちも上がるし、潮位が下がればtこ つちも

下がるということなら、やはり何か通じているものがあるという、そういうメカニズムに

なるのだから、潮位の変動とでそのデータを比較すればいいというのは簡単に思いつきそ

うに、素人考えでは思うのですけれども、どうしてそうならないのですかね。 ‐

○廣瀬社長 単純にこつちが上がれば、あつちも上がるよというのであれば、おつしゃる
とおりに、多分、私でも気がうくという程度のことなのかもしれないのですが、結局は状

況証拠の積み重ねですのでt判断をどこの時点でするかということだと思います。ただ、

そういうリスクを早くから言つておくべきだというのは全くおつしゃるとおりなので、頑

張らないほうがよかつた。

○川端委員長

一言補足をしますと、さつきの漁協の話は、国も前に出

いといけないと思います。

それから、さつき委員長の言われた汚染水のデータの話も、 トレンチに汚い水がたまっ

いた。それを引つこ抜いてどこかのタンクにためればよかつたと。だけれども、タンク

ためようにも、 1ミ リシ=ベル ト規制というのがあって、 lFの敷地境界で 1ミ リシー

○
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ベル ト、バックグラウンドは100ミ リシーベル トなのです。だけれども、プラス 1ミ リシー

ベル トを事故から出してはいけないという規制がかかつていて、それを吸い上げることも

できていないという、ある種の規制のゆがみみたいなものを正面から取り上げないと。

○川端委員長 どうぞ、■■■■。
○■■■■ お時間ないところ、済みません。今 日t廣瀬社長にせつかくお越 しいただい

ているので、怒 られて しま うことばか りということで恐縮なのですが、賠償の点について

も最近の動向を踏まえてお願いを申し上げたいと思います。

不動産の賠償は、今、始まつて、要賠償額が積み重なってきて、当初の 5兆 円という数

字も近いものとして意識 されている中で、エネ庁、あるいは機構、それから、復興庁など

の政府の賠償関係者の中で、最近、住民からさまざまな要望や御意見、批判、苦情などな

どを受ける中で、東電が賠償額についての抑制姿勢といいますか、そ うい うところから出

てくるいろいろな問題が散見されるのではないかという指摘をいただいてお ります。

具体例は、るる申し上げると時間がかかることなのですが、これまでの過去の請求で認

められてきたものが次の請求では切 られることなどが珍 しくないとい う話であるとか、賠

償額の引き下げの根拠 とするべく、資料の請求を非常に細かく求められるようになったと

いう話も増えてお ります。

それから、せつかく福島の現地で賠償実務を責任持つてやるとい う体制を整えられてお

るのですが、現場で、これは東京の決定です とい うことで、東京はこうなのだとい うこと

で、それ以上の理由が示されないことについての不満などもいろいろ聞いているところで

あります。

あと、各論的には、山林であるとか、あるいは農地、こうい うところの評価額について、

通常の損害評価の合理性からは逸脱するのではないかとい うふ うな、いろいろな事案もご

ざいまして、これについてはエネ庁などの指導で結局は撤回するとい うケースもいろいろ

聞いているところでございます。

今後、損害賠償の紛争審査会で、財物賠償の問題、あるいは事故 5～ 6年 目以降の賠償

の問題など、指針の見直しの動きがあると聞いてお ります し、田畑、山林、墓地、早期帰

還者の賠償の問題などについて、引き続き取 り組まなければならない課題が幾つもござい

まして、これから賠償についても大きな山を迎える時期だとい うふ うに認識 してお ります。

東電におかれては、国による新たな支援の枠組みを要請 しておられますが、同時に賠償に

ついても引き続き、この山場を乗 り越える取 り組みが必要な段階であると思います。こう

い うときに、ことさらに賠償額引き下げの方向に向かつているのではないかという疑念を

招くようなクレームをいろいろいただくとい うことは、東電にとつてもマイナス要因にな

るのではないかとい う政府関係者の危惧の声なども聞いてお ります。

改めて申すまでもないことと思いますが、 「親身・親切」な賠償の実現ということをス

ローガンとして、東京電力の基本的な立場 としておられたわけでございますので、恐らく

賠償の実務を担つておられる方々は、一生懸命やつておられるのだと思 うのですが、積極

ヘ
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的に早い段階で賠償を取りまとめていくという大局的な姿勢が必要なのではないかと感 じ

るところもございまして、社長御自身で賠償問題についても陣頭指揮をとっていただいて、

今のような姿勢を実務の関係者に徹底 していただくということをぜひお願いをしたいと思

つておりますので、一言申し上げたいと思います。

○廣瀬社長 若干私も認識が違っていて、まさにこれから国との交渉もあり、一方で早く
賠償を、皆さんにお金をお届けして、長引かせることのないようにという方向で、全体的

に今、東京電力としてかじを切つているというふ うに認識していましたので、いわゆるけ

ちるようなことは最近聞いていなかったものですから、わかりました。改めまして。

○■■■■  もちろん住民側だけの話なので、中には誤解も含まれていると思いますが、
そういう傾向が見られるということで、いろいろ御指摘いただいているもので、よろしく

お願いいたしたいと思います。

○川端委員長 ほかには何かございますか。
それでは、本 日の議事は以上になります。今回の運営委員会の議事録については、事務

局にて作成 し、後日、委員の皆様に御確認 していただいた上で確定いたします。議事録の

扱いは非公表です。

本日のプレス対応については、私がぶら下がり取材を受け、今回、東電より御報告いた

だいた事項について公表したいと存じます。

次回の運営委員会の日程については、追つて事務局より連絡いたします。それでは、本

日はどうもありがとうございました。
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